
地方創生推進交付金効果検証について
（事業実施年度：平成２８年度～令和２年度、効果検証年度：令和３年度）

指標 目標値 実績値

交付対象事業のＫＰＩ
（重要業績評価指標）

【１】効果検証（４段階評価）
①地方創生に非常に効果があっ
た。
②地方創生に相当程度効果が
あった。
③地方創生に効果があった。
④地方創生に効果がなかった。

【２】外部有識者による評価（２
段階評価）
①総合戦略のＫＰＩ達成に有効
であった。
②総合戦略のＫＰＩ達成に有効
とは言えない。

【３】今後の方針（５段階）
①追加等更に発展させる
②事業内容の見直し（改善）
③事業の継続
④事業の中止
⑤予定通り事業終了

取組状況・事業の効果 意見等 理由等

交付金
充当額

（単位：円）

事業の名称 総合戦略のＫＰＩ
（重要業績評価指標）

事業概要
事業費

（単位：円）

９０，０００市民
総活躍による持
続可能なまちづ
くり事業

【基本目標・数値目標】
人口：令和2年　　90,300人

年間観光入込客：令和2年　260万人
市内事業所数   ：令和2年　3,514事業所
市内従業者数   ：令和2年　36,550人
転入者数         ：19,800人
（平成27年度～令和2年度合計）

本事業は「観光（訪れたいまち）」
「産業（働きたいまち）」「子育て
（子育てが楽しいまち）」を中心施
策と捉え、有機的且つ戦略的に
連携させながら展開することで、
地域課題に対応した持続可能な
まちの創造を目指す。各分野の
単独の事業により地方創生の効
果を上げるものでなく、分野間の
相乗効果や交付対象外事業とも
十分に関連付けて実施して効果
を上げていくものである。

事業期間：５年間
（平成２８年度～令和２年度）

■令和２年度交付対象事業
①シティプロモーション事業（※）
②農業人材育成事業
※事業中止

1,217,000 608,000

地方創生拠点整備交付金の対
象事業としては、予定通り事業
終了。

【今後】
　第2期総合戦略では、新型コ
ロナウイルス感染防止に配慮し
ながらこれまで整備してきた、ま
なびのみち、ぼたん園、化石と
自然の体験館、農林公園など
の更なる活用や魅力発信など
に注力していく。
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入込客数
（万人）

市内従業
者数
（人）

法人市民
税申告に
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(H28)
　3,930
(H29)
　4,030
(H30)
　4,130
(R1)
　4,230
(R2)
　4,330

(H28)
　232
(H29)
　235
(H30)
　240
(R1)
　245
(R2)
　250

(H28)
　36,300
(H29)
　36,350
(H30)
　36,400
(R1)
　36,450
(R2)
　36,500

(H28)
　30,082
(H29)
　30,132
(H30)
　30,182
(R1)
　30,232
(R2)
　30,282

(H28)
　3,992
(H29)
　3,919
(H30)
　4,113
(R1)
　4,069
(R2)
　4,210

(H28)
　255
(H29)
　268
(H30)
　265
(R1)
　255
(R2)
　169

(H28)
　38,525
(H29)
　-
(H30)
　-
(R1)
　-
(R2)
　-

(H28)
　30,978
(H29)
　32,408
(H30)
　34,191
(R1)
　33,561
(R2)
　35,026

【交付金による事業】
①シティプロモーション事業※
（交付金：0）
※新型コロナウイルス感染症の影響
により事業中止
②農業人材育成事業
（交付金：1,216,600）
農林公園において栽培技術を学ぶ研
修を実施した。研修実績7人。農業体
験5,973人。

　新型コロナウイルス感染症の影響に
より、ＫＰＩとして設定した観光入込客
数は目標値を下回る結果となってい
る。
　一方、市内事業者数は目標を大きく
上回っており、人口については（第１
期）総合戦略の目標人口90,300人を
上回っている。

・新型コロナウイルスの影響によ
り、R2は市内の観光入込客数減少
により、市内の経済活動が落ち込
んでいる。

・新型コロナウイルスの影響で求人
が鈍化しているが、製造業の求人
は増えており、コロナ前には届いて
いないが、事業者数も増えている。

・転入者数は、目標値には達して
いないが、総合戦略の人口につい
ては目標人口を上回っていること
から、総合戦略のＫＰＩ達成に有効
であったと言えるのではないか。

⑤予定通り事業終了③地方創生に効果があった。 ①総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。


